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船舶事故調査報告書 

 

                            平成２９年１１月１５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２９年５月５日 ０７時５５分ごろ 

発生場所 広島県呉市呉港呉区 

 小麗女
こ う る め

島灯台から真方位０５３°７００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１４.６′ 東経１３２°３１.５′） 

事故の概要 

 

 プレジャーボートIlse
イ ル ゼ

＆
アンド

Eisuke
エ イ ス ケ

は、南東進中、浅所に乗り揚げ

た。 

 Ilse＆Eisukeは、左舷プロペラ軸の曲損等を生じた。 

事故調査の経過 平成２９年５月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）を指名した。 

 なお、平成２９年８月２０日、１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート Ilse＆Eisuke、１６トン 

 ２３５－４７２５８兵庫、株式会社永和地所 

 １２.３０ｍ（Lr）×４.７０ｍ×２.６１ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関２基、１,０６０.６kＷ（合計）、平成１９年３月 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ６０歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２３年６月２０日 

  免許証交付日 平成２８年５月９日 

         （平成３３年６月１９日まで有効） 

死傷者等 なし 

損傷 左舷プロペラ軸及び両舷プロペラ翼に曲損、右舷船底部に欠損を伴う

擦過傷 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期、潮高 ２４５cm  

事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、家族２人を乗せ、平成２９年５月

５日０７時２５分ごろ阪神港尼崎
あまがさき

西宮
にしのみや

芦屋
あ し や

区のマリーナに向けて広

島県広島港第３区のマリーナを出航した。 

 船長は、操縦に当たり、広島県江田島市能美
の う み

島東方沖を約２０ノッ

トの速力で南進した。 

 本船は、予定針路を変更し、呉港北西方沖で左に転針して同港北西
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部を南東進中、０７時５５分ごろ浅所に乗り揚げた。 

その他の事項  船長は、予定針路を変更する際、ＧＰＳプロッターを拡大して見る

など水路状況の確認を行っていなかった。 

 船長は、呉港付近の航行経験がなかった。 

 本船が乗り揚げた浅所は、呉市大麗女
おおうるめ

島から北東方に延びる鵜ノ糞

と称する幅約２０ｍ長さ約２２０ｍ最低水面上の高さが２.４ｍの干

出浜であった。 

分析 

乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象等の関与 

判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、能美島東方沖を南進中、船長が、呉港付近の航行経験がな

い状況下、予定針路を変更して呉港北西部を航行する際、水路状況の

確認を適切に行っていなかったことから、鵜ノ糞と称する干出浜に向

けて航行していることに気付かず、同干出浜に進入して浅所に乗り揚

げたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、能美島東方沖を南進中、船長が、呉港付近の航

行経験がない状況下、予定針路を変更して呉港北西部を航行する際、

水路状況の確認を適切に行っていなかったため、鵜ノ糞と称する干出

浜に向けて航行していることに気付かず、同干出浜に進入して浅所に

乗り揚げたものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・航行経験のない海域に接近する場合、水路状況の確認を適切に行

うこと。 

 


